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平成31年4月から同支援員。令和３年から飯舘村の鳥獣対策に携わり、
今年度から村の主担当。専門は野生動物管理・鳥獣被害防除。

イノサル通信は村
の鳥獣対策を支援
する鉄谷さんから
のお知らせです。

鉄谷 龍之 さん    
福島県避難地域鳥獣対策支援員
てつ     や       たつ  ゆき　

飯
舘
村
の
誕
生

　合
併
の
軌
跡

ふ
れ
愛
館
だ
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
飯
曽
村
と
大
舘
村
が
合
併
し

飯
舘
村
が
成
立
し
た
の
は
昭
和

31
年
９
月
30
日
で
す
。こ
の
日
は

時
限
立
法「
町
村
合
併
促
進
法
」

有
効
期
限
の
最
終
日
。期
限
ぎ
り

ぎ
り
の
駆
け
込
み
合
併
で
し
た
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、民
主

化
が
進
む
中
で
地
方
自
治
は
確

立
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。地
方
自

治
法
が
昭
和
22
年
に
施
行
さ
れ
、

地
方
自
治
体
は
法
的
な
裏
付
け

を
得
ま
し
た
が
、多
く
の
町
村
は

財
政
基
盤
が
脆
弱
で
、程
な
く
財

政
面
で
行
き
詰
ま
り
ま
し
た
。

状
況
を
受
け
、国
と
地
方
の
行
政

事
務
の
再
配
分
や
、地
方
自
治
体

の
規
模
の
適
正
化
が
議
論
さ
れ
、

昭
和
28
年
、前
出
の「
町
村
合
併

促
進
法
」が
３
年
間
の
時
限
立
法

で
施
行
さ
れ
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
時
を
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明

治
22
年
、現
飯
舘
村
を
構
成
す

る
18
村
が
、合
併
に
よ
り「
大
須

村
」「
新
舘
村
」「
飯
曽
村
」「
石

橋
村
」の
４
村
に
な
り
ま
し

た
。昭
和
17
年
に
は
飯
曽
村
が

石
橋
村
を
編
入
。大
須
村
と

新
舘
村
が
合
併
し
て
大
舘
村

と
な
り
、飯
舘
村
成
立
直
前
の

２
村
が
形
づ
く
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、明
治
22
年
以
前
に
存
在

し
た
18
村
の
名
称
は
、現
在
の

地
名
に
も
残
っ
て
い
ま
す（
下

図
参
照
。芦
股
村
は
芦
原
）。

　
飯
舘
村
の
村
名
は
、飯
曽
村

と
大
舘
村
の一
字
ず
つ
を
取
っ

た
合
成
地
名
で
す
が
、合
併
協

議
会
で
は
、自
村
名
に
固
執
す

る
人
が
両
村
に
あ
っ
た
他
、新

村
名
の
提
案
も
26
案
に
の
ぼ

り
、決
定
に
時
間
を
要
し
ま
し

た
。ま
た
、最
も
協
議
が
難
航

し
た
役
場
の
場
所
は
、草
野
地

区
に
本
庁
、飯
樋
地
区
に
支
所

を
置
く
案
で
決
着
し
ま
し
た
。

　
期
限
が
迫
る
中
、昭
和
31
年

９
月
19
日
に
両
村
議
会
で
議

決
に
至
り
、同
30
日
に
飯
舘
村

が
誕
生
し
ま
し
た
。

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

昭和35年に完成した本庁舎。現在の飯舘村商工会
館及び教員住宅が建っている場所でした。

歴
史
の
散
歩
道

伊丹沢モデル事業報告２
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ピーター・レイノルズ  絵
なかがわちひろ  訳
主婦の友社  発行

「
ち
い
さ
な 

あ
な
た
へ
」

　広報いいたて９月号で、ニホンザルの被害が出ている農地で行う防除試験について紹介しました。この防除試
験では、地域の方々と協力し、サルが侵入できないよう、設置されている柵の改善を行いました。また、改善の効果
を調べるため、動物が来たら分かるよう、自動撮影カメラを設置しました。今回は、その結果を報告します。

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
の一
生
を
や
さ
し

い
言
葉
と
絵
で
描
く
母
親
と
娘
の
物
語
。親

の
立
場
に
な
っ
た
時
、子
を
想
い
、見
守
り
、成

長
し
て
い
く
背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
い
く
。常

に
一
緒
だ
っ
た
子
は
、や
が
て
自
分
の
足
で
歩

き
、巣
立
っ
て
い
く
。読
め
ば
心
が
ほ
っ
と
温
か

く
な
り
、や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。ま

た
、子
ど
も
の
立
場
に
な
っ
て
読
め
ば
、自
分
が

周
り
の
家
族
に
ど
れ
だ
け
大
切
に
想
わ
れ
、育

て
て
も
ら
っ
た
か
を
気
付
け
る
１
冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。

これで侵入が防げる！と思ったのですが、残念ながら、
侵入されてしまいました。しかし、自動撮影カメラによ
り、いくつかのことが分かりました。

　侵入された箇所を現地で確
認したところ、柵の目が粗くなっ
ていたため、再び入られないよ
う補修しました。
　周辺の地形や柵の構造は、そ
れぞれの農地で違うため、予想
外の原因で侵入されてしまうこ
とがあります。しっかり観察し、農
地に合わせて改善することで、
被害を防げる柵にしましょう。

▶︎乗り越えられることを防ぐため、電線の間隔を修正。（ワイヤーメッシュ
　柵上部から１段目は５㎝、２段目と３段目は10㎝間隔）

▶︎飛び込みを防ぐため、建物や電柱などから柵を３m以上離す。

▶︎電気柵（柵の上部）を乗り越えようとするサルは少ない。
▶︎乗り越えようとしても、電気柵線の間隔が正しく、電圧等に問題なけ
　れば防げる。
▶︎目の粗い柵は、補修が必要。

侵入の原因が分からない場合など、
避難地域鳥獣対策支援員にご相談
ください。

サルが侵入できた箇所。（タテ約12cm、
ヨコ約20㎝、はがき２枚分弱）

カメラは見た！ おさるの侵入

〜柵による防除試験の結果〜

ワイヤーメッシュの目が
粗い箇所を見つける。

感電して飛び降りる。

電気柵部分から
の侵入を試みる。

ワイヤーメッシュ
を登らず、もぐり込
める場所を探す。

柵の改善

わかったこと

どこから
入れるかな

上から
入れそう？

ここから
入れる！

自動
撮影

　
他
に
も
、「
ぶ
ら
ら
ん
こ
」や「
か
ぜ
ビ
ュ
ー
ン
」

「
こ
ん
も
り
く
ん
」な
ど
の
楽
し
い
絵
本
も
購

入
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
交
流
セ
ン
タ
ー
に
絵
本
を

借
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

うわっ！！

現
在
の
飯
舘
村
を
構
成
す
る
旧
18
村
。昭
和
17

年
に
、　
が
旧
大
舘
村
、　
が
旧
飯
曽
村
に
合
併
。

（
飯
舘
村
史
第
１
巻「
通
史
」の
地
図
を
流
用
）
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